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日本語ワードプロセッサにおけるシステム化対応
SYStemlntegration BasedontheJapaneseWord Processor

"word Pa1800”

OAの発展の中で日本語ワードプロセッサは,文書作成業務の効率化を目的として

利用されるだけでなく,作成した文書をより有効に利用するためのニーズが高まっ

ている｡これらの市場ニーズに対応するため,公衆回線を通して文書の通信を行な

う日本語テレテックス,大形計算機との間で文書の伝送を行なう文書転送,文書デ

ータをJISの｢日本語文書交換用ファイル仕様(基本形)+に準拠した形に変換する8in

FDDコンバータを付加装置として開発した｡E】本譜ワードプロセッサ機能以外に帳

票作成の｢パルカルク+,図形作成の｢パルドロウ+,グラフ作成の｢パルグラフ+

などの簡易言語をもち,OA機器として幅広い機能をもっていた｢ワードパル800+

に通信,データの交換の機能を加え,更に利用範囲を広げることができた｡

n 緒 言

日本語ワードプロセッサの普及につれて,更にOA(オフィ

スオートメtション)の中でシステム的な使い方をしてその効

果を拡大したい,という要求が増えてきた｡ここでは,日本

語ワードプロセッサで作成したデータを別のシステムで利用

する,大形計算機と接続しネットワークを構築する,日本語

ワードプロセッサ間で文書の交信をするなど,通信･データ

交換にかかわる機能が期待されている｡現在これらのシステ

ムは一部では導入されつつあるが,普及する段階には至って

いない｡その理由の-一つに好適な装置が準備されていないこ

とが挙げられる｡

日立製作所は,拡大しつつある上記市場ニーズにこたえる

ため,日立高機能日本語ワードプロセッサ｢ワードパル800+

を基本装置として,通信,データ交換のためのi欠の3種の付

加装置を開発した｡

(1)日本語テレテックス機構:郵政省告示に従い標準化され

た端末間通信機能

(2)文書転送:大形計算機と文書データ交換するための文書

転送機能

(3)8inフロッピー機構:JISに定められた文書データ交換形

式と,ワードパルシリーズファイル形式とのデータコンバー

ト機能

以上の付加装置は,ワードパル800の拡張機構によr)容易に接

続でき,利用者側の目的とする機能を簡単に付加できるよう

にした｡

四 っ一ドパル800の概要

ワードパル800は,ワードパルシリーズの最上位高機能機と

して複数文節仮名漢字変換機能をもち,帳票作成の｢パルカ

ルク+,図形作成の｢パルドロウ+,ビジネスグラフ作成の｢パ

ルグラフ+などの簡易言語をサポートし,スタンドアロンの

装置としてOAの日常業務を広くカバーするだけでなく,通

信･文書の大形計算機への入力など,ワードプロセッサをよ

り有効に利用するための拡張性をもっている(図1)｡

2.lハードウェアの構成

ワードパル800は2CPU(中央処理装置)方式とし,メイン部
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とグラフィックコントロール部に分かれている｡入力･編集･

文書処理と表示処理を並行して行なうことにより,高速表示

可能なビットマップ表示を実現している｡

2.2 ソフトウェアの構成

ワードパル800のソフトウェアの構成は,文書作成システム,

学習システムの標準装備のプログラムと,パルカルク,パル

ドロウ,パルグラフのオプションソフトから成っている｡
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図l 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル800+の外観 本体部,

ディスプレイ,入力部(キ【ボード)及びプリンタの四つのコンポーネントカ､ら

成っている｡
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2.3 特長的な仕様

ここでは,ワードパル800の特長的な仕様について説明する｡

また,仕様の一覧を表1に示す｡

(1)複数文節イ反名漢字変換

できるだけ自然に文章を区切って入力し,変換できるよう

に複数文節を変換単位とした｡したがって,文節をあまり意

識しないで切れのいい箇所で変換を指示することができ,操

表l ワードパル800の仕様 (∂)にハードウェア仕様及び入力方式の仕

様を,(b)に文書の作成,編集に関する仕様を示す､_

(∂)ハードウエア仕様及び入力‾方式仕様

項 目 キ ー ボ ー ド イ反名タブレット

入 力 部 +lS準j処仮名キーボード ペンタッチ50書配列

ディスプレイ

機 構 141∩モノクローム,チルト･スイーヾル構造

方 式 ビットマップ方式,l′024ドット×560ドット

文 字 24ドット×24ドット文字,41字×20行

表示の種類

全角文字,半角文字,倍角文字,けい緑(8種),

網かけ(5種),グラフ,図形,レイアウト 画

面分割など

フ ァ イ ル

種 芋頁 5.251∩フロッピー,l.6Mバイト

文書容量 約160ページ.′/枚(A4)

プ リ ン タ

方 式 24ピン,ワイヤドットインパクト

印字速度 60字/三抄,40字/秒

用紙サイズ A3.A4,A5,B4,B5,はがきサイズ

用 紙送 り
手巻き,連続紙機構,インサータ,自動給紙磯

構のいずれか｡

入 力

方 式

仮名)実字変換(ローマ

字可),連想(2ストロ

ーク)入力

イ反名7実字変換

変換方式 複数文節指定による文法処理,逐次･一括選択

学習方式 前回使用イ憂先方式

辞 垂 基本辞書40′000語,ユーザー辞書2′000語

(b)文書作成,編集に関する仕様

項 目 仕 様

イ吏 用 文 字 種 +lS第l水主筆,第2水準を含む7,121字

書 式
上下･左右余白,文字間隔･行間隔,縦書き･横書き,

段組み.Z文字サイズ設定(2文字熱転写プリンタj要請売時)

画 面 制 御

上下･左右スクロール,文頭,文末,前ページ,次ペー

ジ,ページ指定,行更頁･行末,前画面,次画面,画面分

苦り(連動･独立.標準･絹小)

編 集

挿入,訂正,削除,字削除,移動,複写,探索,右寄せ,

センタリング,全文対象,均等割付,枠あけ,タブ,イ

ンテント,全角,半角,倍角,4倍角,ルビ,半改行,

書式変更,網かけ,状態表示,ブロック編集,登錦,呼

出し,デシマルタフ,対角指定,ヘルプ機能,バックア

ップ機能,文字変換(漢字半角含む),与圧絹レイアウト

時での編集･校正など

け い 線
実線.点線,破線,一点童貞線の名大･細の計8種,文字

けい線

計 算 四則演算を,数値指定,累計,表の各々で行なう｡

ソート･セレクト 編集中の表を対象とする一致･範囲･マスキング検索可

グ ラ フ ィ ッ ク

ビジネスグラフ(積み重ね棒.比較棒,折れ線,帯,円の

5種),図形機能(図形入力:22種,図形移動,複写,削

除など)

レイアウト表示 与縮小による印刷イメージ表示

並 行 処 王里 印刷と編集の並行処王里可能

オ プ シ ョ ン

帳票システム｢パルカルク+,グラフ作成システム｢パル

グラフ+,図形作成システム｢パルドロウ+,日本語テレ

テックス,8inFDDコンバータ,文書転送
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作性が良い｡

(2)文字変換

すべての文字種(漢字,平仮名,片仮名など)について半角

が可能となった｡また,入力後に全角･半角,平仮名･片仮

名,莫大文字･英小文字などの変換が可能となった｡

(3) 2文字サイズのサポート

10･5ポイント,12ポイントの2種の文字サイズを同一文書

内で行単位に使用可能とし,文書の表現力がより豊かになっ

た(2文字熱転写プリンタ接続時)｡

8 日本語テレテックス

3.1 特 長

日本語テレテックス(図2)は,ワードプロセッサで作成し

た文書をコードデータのまま相手に送り,受信側で編集校正

及び＼文書データの格納を可能とすることを目的としたもので

ある｡郵政省の告示によって通信方式が定められており,フ

ァックスと同じように,電話回線に接続して通信を行なう｡

告示の中に定められている通信のプロトコルは高機能で,デ

ィジタル通信にも適用できるようなパケット方式である｡

ワードパルでは,マスタスレーブ方式で特定処理用のCPU

をイ寸加する回路アーキテクチャをとっておr),日本語テレテ

ックスの通信処理も付加CPUによっている｡そして図3にあ

るように,オプション部は通信処理用のCPU,メモリ,FDD

(FloppyDiskDriver),NCU(網制御装置)･モデムなどから

成っている｡

その特長は?欠に述べるとおr)である｡

(1)ワードパル800へのイ寸加形で,既存ユーザーに増設もできる｡

(2)付加機構により,自動発着信,時刻指定発信などの機能

も含め,ユーザーは通信路の制御を意識しないで操作できる｡

(3)通信プロトコルは日本語テレテックス手順,文書形式は
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図2 ｢日本語テレテックス機構+を接続したワードパル800

ワードパル800に日本語テレテックス機構を接続することにより,文書作成と

通イ言を並行Lて行なえる｡
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図3 増設ユニットの構成図 本体とは拡張バスで接続され,通信制

御基板内にCPUをもっている｡

日本語テレテックス形式とワードパル形式の2種類を扱うこ

とができ,他社機種との通信と自社機種との通信を選択できる｡

(4)自社通信では,ワードパルで扱うすべての文書形式を通

信できるので,パルカルク,パルドロウ,パルグラフなども

送ることができる｡

すなわち,日本語テレテックス機構を使って自社間通信を

中心に運用すれば,通信制御にユーザーの負担をかけない,

だれにでも簡単に操作できることを特徴とするワードパル間

の文書通信システムとして運用できる｡

3.2 仕 様

郵政省の告示では,電話回線上でのモデム形式や,通信プ

ロトコル,文書形式は定めているが,操作性などのユーザー

に対する仕様は含まれていない｡この点はワードプロセッサ

メーカーに任されており,ワードパルでは日立製作所独自の

優れた入力方式,編集機能及び印刷機能を利用できる｡また,

他社間通信機能を用いれば,他社のワードブローヒッサと通信

ができ,今後日本語テレテ､ソクスの増加により,ファックス

に代わる高機能通信機器として一般化することが期待できる｡

概要を表2に示す｡
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表2 日本語テレテックスの仕様 他社間とワードパル間通信の機能

をもつ｡ワードパル間通信では,り一ドパルシリーズの全文書,全機能につい

て通信できる｡

項 目
内 容

他社間i急信 ワードパル間通寸言

通

信

適 用 匝]線 電話回線(加入電話網)

速 度 2′400bps及び4.800bps切換え

通 信 手 順 テレテックス通信手順

磯 能 自動着信,同報通信,時刻指定発信

取

抜
しヽ

文

書

用 紙 A4,B5,(B4)
A3,A4,A5,B4,B5,

はがき

書

式

文字間隔 l種類 5種頼

行 間 隔 3種類 6種頼

そ の 1也

アンダーライン,上付･下 グラフィック(図形,グラフ)

付文字など(グラフィック不 ほか,ワードプロセッサがも

可)｡ つ全機能

【】 文書転送

ワードプロセッサとホストコンピュータを通信回線で接続

し,ワードプロセッサを無手順端末として動作させ,ワード

パルシリーズの文書の転送が可能なシステムを開発した｡

図4に,ホストコンピュータ接続時のシステム構成図を示

す｡

4.1特 長

本無手順通信機構は,～欠の特長をもっている｡

(1)ワードプロセッサとホストコンピュータ間で,ワードプ

ロセッサ文書の転送ができる｡

(2)ホスト コンピュータの無手順TSS(Time Sharing

System)会話モードの端末として活用できる｡

4.2 機 能

(1)文書転送機能

ホストコンピュータに,今回開発した文書転送プログラム

(UAP:UserApplication Program)とファイル伝送プログ

ラム(IFIT/TSS:ImmediateFileTransmissionProgram/

TimeSharingSystem)を組み込むことにより,ワードプロセ

ッサ文書フロ､ソピーとホストコンピュータ文書ファイル間で

ワードプロセッサ文書形式(パルカルク,パルドロウ,パルグ

ラフ文書も対象となる｡)での送受信が行なえる｡

また,ホスト側にワードプロセッサ文書形式からHIOFIS

(HitachiOfficeInfomation Processing System)で定めら

れた標準形式へ変換する変換プログラムを開発し,ワードプ

ロセッサで作成した文書を他のシステムが取r)込めるよう図

ホストコンピュータ

ワードプロセッサ

｢ご
■

フロッピー

[釘

+‥

二1
オンラインシステム

文書転送
プログラム

+

M

構内通信回線

M
注
:
略
語
説
明

肝IT/TSS‥mmed【ate F】1e TransmLSS10n

Program/Tlme Sharlng System),

WP(ワードプロセッサ),HLOFIS(H】taCh10ff】Ce一口format1011

｢

文書転送

フ‾ログラム

lF什/TSS

+
Processlrlg System)

文書ファイル

(WP形式)

コード変換
プログラム

標準形武
川OFl

型

図4 システム構

成図 文書転送プ

ログラムにより文書デ

ータの送受信を行なう‥

また,文書転送プログ

ラムが走宣動されていな

いときは,無手順TSS

端末として動作する〔】
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表3 文書転送機能概要 文書の送受信,文書ファイルの作成など6種

の機能があり.文書ファイルは文書フロッピーと同じ感覚で扱える

能 機 能 概 要

文 書 送 信

ワードプロセッサの文書フロッピーに登絹されている文

書中の指定された文書をホストに転送L.ワードプロセ

ソサ形式文書ファイルに登録する(224文書･ファイル)｡

ホストのワードプロセッサ形式文書ファイルに登三ほされ

文 書 受 信iている文書中の指定された文書をワード70日セッサに転

送L,文書フロッピーに登緑する

文 書 消 去

文 書 名 印 刷

ホストのワードプロセッサ形式文書ファイルに登録され

ている文書中の指定された文書を消去する

ホストのり一ドプロセッサ形式文書ファイルに登毒景され

ている文書の文書名の一欄を参照及び印刷する.

lホストのワードプロセッサ形式文書ファイルを新たに作
文垂7‾フィル作成l巨ヨノ

文書ファイル消去

成する(文書ファイルは96ファイルまで確保できる)ノ

ホストのワードプロセッサ形式文書ファイルを消去する._.

通信方式:両方向非同時伝送

同期方式:調歩同期

伝送速度二300･l′200･2′400･4′800(bps)

:無制御手順

ド:+lS7単イ立コード

:送受信とも単信メッセージ

:構内通イ言匝]線

った｡

文書転送での操作手順や入力方式を,ワードプロセッサの

文書更新や文書名印刷機能に準拠し,TSS会話モードの操作

というよr)はワードプロセッサを操作している感覚で行なえ

るよう配慮した｡

表3に文書転送機能概要を示す｡

(2)TSS機能

一般無手順TSS端末として使用可能であり,入力方式とし

ては,英･数字,片仮名モードの外に平仮名,ローマ字,2

ストローク人力モードが使用可能である｡更に,入力文字の

編集に当たっては,複数文節仮名漢字,訂正,挿入,削除な

どワードプロセッサの豊富な入力編集機台巨を継承し,ワード

プロセッサの文書作成時の操作とTSS会話モード時の操作の

違和Z啓を極力抑えるよう配慮した｡

8 8inFDDコンバータ

5,一 概 要

この8inFDDコンバータは,ワードパルシリーズで作成し

た文書を,JIS C6237に準拠した形で8inのフロッピーに変

換出力することにより,

(1)ワードプロセッサの使いやすい日本語入力を生かし,大

形計算機などへの日本語データの入力を行なう｡

(2)ワードプロセッサで作成した文書を,電算写植などのデ

ータとして利用する｡

以上を主な目的として開発した｡

文書データをJIS準拠したのは,i欠の理由による｡

(1)データ形式がJIS規格のため,近い将来他社ワードプロセ

ッサを含めた共通データ形式となり,ワードプロセッサ間の

文書交換へ発展する可能性が大きい｡

(2)文書データの形式が簡単であり,読み取り側の負担が軽

い｡

(3)データの形式が文字主体であり,また,その表現力も豊

富とは言えないが,文字データ入力主体のアプリケーション
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表4 データ形式一覧表 大形計算機で取り扱いやすく変更した｡また,

文書表現が豊かにできるように拡張Lている..

項 目

内 容

コン/ヾ一夕 +lS規格(C6237)

7

ア

イ
ノレ

システム

ラベル

フォーマット JIS C 6292 +lS C 6292

コ ー ド EBCDIC +】S

ボ リ ュ
ー ム シングルボリューム

マルチ,シングルポリ

ユーム

文

垂

テ

l

タ

書 式

A3,A4,A5,B4,B5,

はがき

(縦･横方向)

A3,A4,A5

(縦･横方向)

文 字 間 隔 5考重 】種

行 間 隔 6種 3種

制 御 コ
ー

ド 7種 21種

文字変形

(GSM)
全･半,横倍,縦横倍 全･半,横倍

グラフィック修飾 アンダーライン網かけ
アンダーライン

(SGR) (5種)

には支障がない｡

5.2 データ形式

JIS C6237｢日本語文書交換用ファイル仕様(基本形)+に

準拠した形でデータ形式を決めたが,幾つかの点をワードパ

ルシリーズの文書仕様に合うよう変更した｡

(1)フロッピーのシステムラベルはEBCDIC表現とし,大形計

算機やオフィスコンピュータなどで取り扱えるようにした｡

(2)文書の用紙サイズ,行間隔,文字間隔などは,ワードパ

ルの文書が表現できるように拡張した｡

(3)制御キャラクタについては,21種中7種類をサポートし

た｡文字変形,グラフィック修飾などは表現を拡張した｡詳

細は表4に示す｡

5.3 変換対象の文書

本コンバータでは,ワードパルの文書については入出力の

変換が行なえる｡また,データ入力として要望の多いパルカ

ルクで作成した帳票文書については,8inフロッピーヘの出力

の変換が可能である｡

団 結 言

日本語テレテックス,8inFDDコンバータ,文書転送など

のワードパルシリーズの文書を,より有機的に括用する各種

の付加装置の開発を行ない,OA機器としてのワードプロセッ

サの利用範囲を拡大した｡OAの発展はますます進み,よりシ

ステム化されていく｡日本語ワードプロセッサは,多数の人々

に多くの分野で利用されることを想定している｡今後も使い

やすさと高機能化を追求し,また,ワードプロセッサの優れ

た日本語処理機能を,OA業務全般に積極的に活用できるよう

市場ニーズに対応していきたい｡
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